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をしよう

を取り入れよう

しよう

と
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幼児
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「片付けができたら、手を洗ってうがうをしましょ

う。」と全体に声を掛ける。

「Bちゃんも手を洗いたいんだね。」と気持ちを受け止

める。「でも（先に洗っている）Aちゃんが洗ってい

るから、Aちゃんが終わるまで待っててね。」と言う

他の子どもも並ぶという意識がまだないので、後か

ら来て洗っている子どもの横に次々と入ったり、並

んでいる子どもの前に入ったりしている姿がある。

子ど　

もに具体的な方法を知らせる。

子ども

動き

遊びや生活の中でみんなが気持ちよく過ごすためにきまりや約束があることをを知り、自分

から守ろうという態度を育てることが、規範意識の芽生えを培うことにつながる。　　　　

「順番。Bちゃんの順番はAちゃんの次ね。並んで待

ってるとちゃんとBちゃんの番になって手を洗える

から。」と言ってB児の手をとり、保育者も一緒にA児

の後ろへ行く。
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子ども

子どもたちが自分の思いを伝え合い、子どもたち同士

で解決できるように話し合いの流れを作ったり、子ど

もの話を整理したりする等、必要な援助をする。
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子ども
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子ども

子ども



172 173

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

５ー ー

子ども

保育者がラインを引くときの様子を見てラインの引き方を学ぶ子ども
もいる。子どもたちが主体的に鬼遊びを始められるように、保育者は子
どもが引ける方法でラインを引く。終わった後もラインの跡が見えるよ
う、全部消さないようにする

陣地の大きさは、安全面に配慮し参加人

数に応じて調整する。各陣地間の距離は

運動量や参加する子どもの運動能力を

考慮するとともに互いのチームの状況

が感じられる距離にする。

保育者

クラス
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保育者

保育者

子ども

何についてトラブルになっているのか把握する。子ど

もたちが自分の考えを伝え合い子どもたち同士で解

決できるように、必要な援助をする。

子ども

子ども

子ども

子 ど も の 姿 保育者の援助・環境の再構成


